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インタビュー調査のまとめ 

40 名、 計 17 か国（ 中国ま たは台湾、 アメ リ カ、 韓国、 フ ラ ンス 、 ス イ ス 、 フ ィ リ ピ

ン、 南アフ リ カ、 エチオピ ア、 カナダ、 イ タ リ ア、 ケニア、 ド イ ツ 、 ブラ ジル、 ベト ナ

ム、 ポーラ ン ド 、 ロ シア） の方にご協力いただき イ ン タ ビ ュ ーを 実施し ま し た。  

 

（１）日本語学習について 

「日本語を勉強したことはない」、「勉強する機会がない」、「計画は立てるが仕事の関係でで

きない」などの理由から、日本語ができない人が 8 名でした。3 2 名は「やさしい日本語」で書か

れた「ごみの きまり と リ サイクル」を読んで理解するなど、日本で生活する上で必要となる日

本語力があり ました。う ち、来日前に母国で日本語を学んでいた人が 15 名でした。 

「やさしい日本語」については、認識していなかった人が 16 名いました。 

 

《日本語の勉強が必要な理由》 

  仕事をする上でも、日常生活をする上でも日本語は必要です。 

  仕事を得るために、より 高度な読み、書きが必要だと思っているので、そのよう な力をつけた

いです。会話に関しては、日常的なものができればいいと思っています。 

  仕事や行政関係や銀行関係の手続き、買い物にも日本語が必要になり ます。 

 

《日本語を覚えたらやりたいこと》 

  もう 少し日本の文化、生活に溶け込みたいと思っています。 

  ＰＴＡ活動に参加して役に立ちたいです。 

 

《「やさしい日本語」について》 

  区役所のウェブサイトでも 、区役所でも 「やさしい日本語」で対応してくれます。「やさしい日

本語」があって英語も 少しあるという のは、とても 良いです。 

  「やさしい日本語」を目にするとすれば、図書館のチラシが置いてある場所ではないかと思う

のですが、あまり 見かけないです。 
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（２）日本人との交流について 

地域のコミ ュニティー、グループ活動などに「入っていない」、「参加していない」などと回答し

た人が 2 6 名でした。過去の活動も 含めて、スポーツ・文化活動、町内会活動、ＰＴＡ活動などに

参加していると回答した人は 11 名でした。 

 

《参加したい活動》 

  ウォーキングツアー、東京の街の歴史、街づくり の歴史について分かるよう な案内をしてくれ

るよう なものがあるといいと思います。 

  日本に来たばかり の外国人は友達がいない場合も あるので、何かより どころがあるといい

のではないかと思います。頼り なる、信用できる人達とのコミ ュニティがあるといいのではな

いでしょう か。「一度そこで知り 合ったから安心だね」という ところからネットワークも 広がる

と思います。 

 

《地域で活動を行う時、どのようなサポートが必要か》 

  どのよう な地域で活動グループがあるのか、本当に分かり ません。おそらくウェブサイトに情

報があると思いますが、見たことがないのでよく分かっていません。 どのよう な地域で活動

グループがあるのか、どう やって参加したらいいか分からないので紹介してくれたらいいと

思います。 

  外国人の皆さんは港区で何かしよう としても 、何ができるかが分からないと思います。私は

偶然、港区のホームページでボランティア募集を見つけて、申し込みましたが、自分で探さな

いと見つからないという のが現状です。 

  港区で交流会をできるところがあれば連絡が欲しいですが、ないです。定期的に「こう いう

ものがあり ますよ」という お知らせ（メールや手紙）が来るといいなと思います。 

 

（３）港区からの情報提供について 

港区からの情報は、コロナワクチンの接種など、郵便により 複数の言語で届いています。「届

いていない」、「あまり 来ていない」と答えた人は各 1 名でした。 

「やさしい日本語」で書かれた港区の情報については、多くの方が「わかる」、「理解できる」な

どと回答しましたが、「理解できない」、「十分には理解できない」、「わからない」、「難しいと思

う 」などと回答した人も 7 名いました。 

港区のホームページに掲載している情報について、「紙媒体も 必要か」という 質問をしたとこ

ろ、「電子メールだけでいい」など「紙は不要」と回答した人は 17 名でした。一方、「両方必要」、

「紙の情報も必要」などと回答した人は 2 0 人でした。 

 

《港区からの情報はどのような言語でどのような方法で届いているか》 

  小学校からのお知らせなども 含めて、郵便受けにたくさん郵便物が届きますが、9 9 ％は日
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本語です。訳している時間があり ません。 

  郵便で受け取り ますが、封筒の外側が英語なので英語の手紙かなと思っても 、中身が日本

語なので内容がわからないことがあり ます。港区から来ていることはわかるのですが、中身

が何かわからないです。健康診断の案内なども来るのですが、日本語なのでまったくわから

ず、いつ行けばいいのかなと思っていると期日が来たり してしまう ので、日本人の友人に聞

いてどこの医院に行ったらいいのか聞いています。 

 

《港区からの情報はどのように調べているか》 

  港区のツイッターです。港区のアカウントは 1 つで十分だと思います。たくさんあると混乱し

てしまいます。 

  ウェブサイトを見ています。とてもよくできていると思います。 

 

《港区が提供している「やさしい日本語」の情報を理解できるか》 

・ トピックにより ますが、おそらく 8 0 ％か 9 0 ％は理解できます。私にとって、「やさしい日本

語」は「もっと勉強したい」という 良い動機付けになり ます。情報としては「やさしい日本語」で

十分だと思います。・ 日本に住んで 1、2 年という 人には、全部日本語という のは少し難し

いかもしれません。 

 

《紙媒体は必要だと思うか。データであるものについて、紙でも必要か》 

  ウェブサイトで情報を提供して、電子メールで送ってくれれば、紙媒体は要り ません。 

  今はペーパーレスになっています。紙のほう がわかり やすいかなとも 思いましたが、一概に

どちらとはなかなか言えないと思います。若い人たちは電子媒体のほう がいいかも しれませ

ん。しかし、彼らに届いているかどう かは別問題です。ツイッターとかＬＩＮＥで見るか、メール

は登録をしなければいけないですし、読まないときもあると思います。 

 

（４）コロナ禍で困ったこと 

「とくに困ったことはない」、「問題はなかった」などと回答した人が 16 名いました。一方、困っ

たこととしては「感染している時に何も 情報がなかった」、「出国をあきらめた」、「母国に帰れな

かった」、「不安を感じた」などを挙げた人が多くいました。 

 

  どこの病院に行ったらいいか、言葉が通じるか不安です。 

  旅行、移動に関する制限です。制限により 、家族に会えませんでした。 
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（５）港区への要望 

「港区は素晴らしい」、「満足している」、「住みやすい」など評価する意見が多い一方で、「区

役所の窓口で時間がかかる」、「も っと丁寧に対応してほしい」、「ネットでできる手続きを増やし

てほしい」、「も っと情報を発信してほしい」など区の業務について改善を求める意見も あり まし

た。 

また、「病院や学校での翻訳サービス支援」、「スタートアップＮＰＯへの支援」、「日本に来た

ばかり の外国人の相談の場づくり 、交流イベントへの支援」、「留学生の就職への支援」、「留学

生への割引支援」など支援を求める声があったほか、「生活する人と仕事をする人の人口バラン

ス」や「商店街の振興」、「姉妹都市の提携」、「外国人材の受け入れとビジネス環境の整備」、

「知られていない景勝地、歴史や文化などの情報発信」、「シンガポールや香港のよう なさらなる

国際化」など街づくり に関する提案も寄せられました。 

 

  日本に来たばかり の外国の方は、右も 左も わからなくて誰に相談すればいいかも わからな

いと思います。出会いの場所なども ないと思いますので、定期的に外国の方が集まって、食

べながら飲みながら、話をできる場を作っていただければ、その中でお互いに助け合ったり

情報交換をしたり することができると思います。 

  行政手続きが全部デジタルでできればそちらのほう が便利だと思います。 

  病院の通訳について、診察に行った日に話せる人がいないことがあるので、改善してほしい

です。 

・P TA の打合せでも日本語がわからないので通訳サポートが欲しいです。 

・港区に転入してきたときに、どの言語で連絡をしてほしいか聞いてくれると良いです。 
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港区平和都市宣言 

 

 かけがえのない美しい地球を守り、世界の恒久平和 

を願う人びとの心は一つであり、いつまでも変わるこ 

とはありません。 

 私たちも真の平和を望みながら、文化や伝統を守り、 

生きがいに満ちたまちづくりに努めています。 

 このふれあいのある郷土、美しい大地をこれから生 

まれ育つこどもたちに伝えることは私たちの務めです。 

 私たちは、我が国が『非核三原則』を堅持すること 

を求めるとともに、ここに広く核兵器の廃絶を訴え、 

心から平和の願いをこめて港区が平和都市であること 

を宣言します。 

 

  昭和６０年８月１５日 

 

港  区   

 

  



 

240 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

港区国際化に関する実態調査 

報告書 

 
 

令和５（2023）年３月発行 

 

【発  行】港区産業・地域振興支援部国際化・文化芸術担当 

〒105-8511 港区芝公園一丁目 5番 25 号 

☎ 03（3578）2111（代表） 

刊行物発行番号 2022220-3211 

 

 

港区は、みどりの保全とごみの減量に努めています。 

この印刷物は、古紙を活用した再生紙を使用しています。 

 


